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源
氏
物
語
の
本
文
と
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釈
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の
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面
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の
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・
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し
た
の
は
了
俊
で
あ
っ
た
。
彼
は
『
源
氏
雑
説
抄
物
』
(
『
師
説
自
見
集
』
応
永
十
五
年
〈
一
四

〇
八
〉
成
立

所
収
)
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

几
天
下
に
今
源
氏
物
語
の
号
本
は
河
内
本
・
青
表
紙
此
二
本
也
、
説
の
か
は
り
た
る
事
は

お
ほ
か
ら
ぬ
歟
、
多
分
同
物
也
、
さ
の
み
才
覚
を
い
は
ん
と
て
素
寂
か
注
加
た
る
事
等
多

欺
、
然
間
定
家
卿
の
注
に
は
不
審
・
未
考
な
と
ゝ
か
ゝ
れ
た
る
事
も
有
に
や
、
如
何
様
に

も
詞
は
青
表
紙
の
本
猶
面
白
く
存
也
、
《
源
氏
雑
物
抄
》

今
川
了
俊
は
冷
泉
為
秀
の
門
弟
で
、
正
徹
の
師
に
あ
た
る
。
了
俊
・
正
徹
・
心
散
ら
冷
泉
家

流
の
人
は
殊
に
青
表
紙
本
を
尊
重
し
た
。
そ
の
後
、
こ
の
風
潮
は
宗
祗
や
実
隆
に
受
け
継
が
れ
、

青
表
紙
本
が
流
布
す
る
こ
と
に
な
る
。
宗
祗
以
後
は
河
内
本
は
衰
え
て
い
っ
た
。

尋
流
抄
は
正
徹
・
宗
砺
に
師
事
し
た
連
歌
師
、
日
下
部
忠
説
が
二
十
一
歳
の
時
か
ら
十
五
年

間
に
、
二
人
か
ら
聴
聞
し
た
源
氏
物
語
講
釈
聞
書
を
基
に
、
一
条
兼
良
に
学
ん
だ
有
職
故
実
の

知
識
を
補
足
の
上
、
文
明
十
六
年
〈
一
四
八
四
〉
に
ま
と
め
た
源
氏
物
語
注
釈
書
で
叛
ぴ
。
こ

の
よ
う
な
師
承
関
係
か
ら
河
内
本
盛
行
期
に
お
け
る
青
表
紙
本
受
容
状
況
を
知
る
手
が
か
り
を

求
め
て
、
尋
流
抄
の
注
記
に
と
り
あ
げ
ら
れ
る
源
氏
物
語
本
文
と
注
釈
活
動
の
関
係
を
考
察
し

て
み
た
い
。

一

異
文
の
指
摘
方
法
と
本
文
系
統

本
文
の
異
同
に
よ
っ
て
意
味
が
変
わ
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
、
本
文
の
冊
定
作
業
が
続
け
ら

れ
た
間
は
特
に
、
本
文
の
解
釈
が
厳
密
に
検
討
さ
れ
た
は
す
で
あ
る
。
灌
光
行
・
親
行
が
嘉
禎

二
年
こ
二
三
六
〉
来
続
け
て
き
た
河
内
本
が
完
成
す
る
建
長
七
年
こ
二
五
言
ま
で
、
河

内
方
で
は
解
釈
と
本
文
批
判
は
同
時
に
行
わ
れ
た
の
で
他
本
と
の
比
較
検
討
は
盛
ん
で
あ
っ
た

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
定
家
は
書
本
を
書
写
し
て
青
表
紙
本
を
作
成
す
る
際
に
は
原
典
を
尊
重

す
る
態
度
を
と
ｙ
ぷ
・
本
文
の
異
同
に
配
慮
し
た
り
は
し
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
゛
・
し
か
し
ヽ

親
行
の
河
内
本
奥
書
に
は
、
定
家
が
先
行
の
本
を
以
て
校
合
し
た
記
述
が
あ
り
、
本
文
の
異
同

に
関
心
が
な
か
っ
た
と
は
い
え
な
い
。
青
表
紙
本
の
作
成
は
嘉
禄
元
年
〈
一
二
二
五
〉
二
月

で
ね
ぴ
。
河
内
本
と
青
表
紙
本
が
で
き
あ
が
る
と
、
両
本
の
優
劣
は
論
じ
ら
れ
る
こ
と
は
あ
っ

一

は
じ
め
に

寛
弘
五
年
〈
一
〇
〇
八
〉
冬
に
は
、
既
に
成
立
し
て
い
た
源
氏
物
語
は
清
書
、
製
本
さ
れ
、

草
稿
本
・
浄
書
本
と
豪
華
浄
書
本
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
一
条
天
皇
の
後
宮
を
中
心
に
、
紫
式

部
の
縁
者
や
学
芸
の
家
に
広
が
っ
た
。
堀
河
天
皇
の
康
和
〈
一
〇
九
九
-
一
一
〇
四
〉
頃
か
ら

は
単
な
る
読
み
物
で
は
な
く
研
究
対
象
に
な
内
鯉
・
平
安
時
代
末
か
ら
鎌
倉
初
期
、
河
海
抄
に

い
う
有
力
な
六
本
が
あ
っ
た
。
二
条
帥
伊
房
本
・
冷
泉
中
納
言
朝
隆
本
・
堀
河
左
大
臣
俊
房
本
・

従
一
位
麗
子
本
・
法
性
寺
関
白
本
・
五
条
三
位
俊
成
本
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
多
く
の
伝
本
が
あ
っ

た
。
一
方
、
転
写
の
間
に
、
本
文
の
乱
れ
が
ひ
ど
く
な
り
、
鎌
倉
時
代
に
は
こ
れ
を
正
し
、
冊

定
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
た
。
定
家
の
整
定
し
た
本
を
青
表
紙
本
、
源
光
行
、
親
行
父
子
の

を
河
内
本
と
呼
ぶ
。

定
家
は
一
度
書
写
し
た
本
を
建
久
年
間
〈
一
一
九
〇
-
九
七
〉
に
盗
ま
れ
、
そ
の
後
三
十
年

持
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
嘉
禄
元
年
〈
一
二
二
五
〉
二
月
、
先
年
十
一
月
よ
り
、
家
中
の
少
女

に
書
写
さ
せ
て
、
再
び
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
定
家
は
本
文
を
校
訂
し
た
と
は
い
え
原
典

を
尊
重
す
る
態
度
を
と
っ
て
、
み
だ
り
に
改
変
し
な
か
っ
た
。
定
家
自
筆
の
青
表
紙
本
は
孫
の

為
世
の
時
代
、
延
慶
年
代
〈
一
三
〇
八
-
一
〇
〉
に
行
方
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
。
河
海
抄
(
貞

治
年
間
〈
一
三
六
二
-
六
七
〉
初
に
成
立
〉
)
や
仙
源
抄
(
弘
和
元
年
〈
一
三
八
一
〉
頃
成
立
)

に
は
定
家
自
筆
本
を
採
録
す
る
の
で
そ
の
頃
ま
で
伝
来
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

河
内
本
は
源
光
行
、
親
行
父
子
が
俊
成
(
元
久
元
年
〈
二
一
〇
四
〉
没
)
存
命
中
か
ら
校
訂

し
た
本
で
あ
る
。
完
成
し
た
の
は
建
長
七
年
〈
二
一
五
五
〉
で
あ
っ
た
。
二
代
五
十
年
に
わ
た

る
偉
業
で
あ
る
。
二
十
一
本
を
以
て
校
訂
し
た
。
校
訂
の
目
的
は
、
意
味
の
取
り
易
い
本
文
、

文
法
的
に
正
し
い
本
文
、
文
章
の
よ
い
と
思
は
れ
る
本
文
等
に
よ
っ
て
底
本
の
本
文
を
改
め
る

こ
と
に
あ
っ
た
、
と
言
わ
れ
る
。

河
内
本
は
秘
伝
的
性
格
の
強
い
本
で
、
鎌
倉
幕
府
や
南
北
朝
の
高
貴
な
あ
た
り
と
師
弟
関
係

を
結
ん
で
伝
授
さ
れ
た
ら
し
い
。
二
条
良
基
・
花
山
院
長
親
・
長
慶
天
皇
・
一
条
兼
良
ら
は
河

内
本
を
中
心
に
し
た
。
河
内
本
が
貴
顕
の
間
に
伝
来
し
た
の
に
対
し
て
青
表
紙
本
を
高
く
評
価



井 爪 康 之

て
も
細
か
く
他
の
諸
本
の
異
同
を
見
比
べ
る
こ
と
は
少
な
く
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
尋
流
抄
に
は
、

本
文
の
異
同
に
言
及
す
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
し
か
も
、
二
大
系
統
間
の
異
同
に
と
ど
ま
ら
ず
、

他
本
に
及
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
、
両
系
統
の
本
文
が
確
立
す
る
前
の
本
文
冊
定
作
業
と
同
時
進

行
し
た
注
釈
態
度
の
一
面
を
思
わ
せ
る
、
尋
流
抄
の
持
つ
古
態
か
と
考
え
、
注
目
し
て
い
る
。

注
記
の
中
で
、
異
文
を
指
摘
す
る
形
式
は
「
一
本
・
:
」
「
家
本
:
こ
「
証
本
:
こ

等
、
一
様
で
は
な
い
。
引
用
本
文
に
対
立
さ
せ
て
示
さ
れ
る
そ
れ
ら
の
本
文
を
「
一
本
」
と
総

称
し
て
取
扱
う
。
総
計
8
3
箇
所
に
指
摘
が
あ
る
。
こ
れ
を
分
類
す
る
と
次
の
よ
う
な
結
果
に
な
っ

た
。

A

河
内
本
系
1
7
・
青
表
紙
本
系
1
5
・
別
本
系
4
・
独
自
異
文
3
0
。

B

河
内
本
と
別
本
5
・
河
内
本
と
青
表
紙
本
5
・
青
表
紙
本
と
別
本
2
・
青
表
紙
本
と

河
内
本
・
別
本
5

A
は
単
純
な
本
文
系
続
開
に
対
立
が
あ
る
場
合
で
あ
る
。
具
体
的
に
例
を
挙
げ
て
み
る
。
-
-
-
-
1
1
自
―
―
-
-
-
-
-
―
-
1
自
1

7
4
ひ
ヽ
ら
き
ゐ
た
り
(
帚
木
四
六
1
3
)

づ
胴
関
防
。
い
。
ぢ
か
。
だ
。
叫
と
有
義
は
何
れ
も
同
シ

た
と
へ
は
鳥
の
飛
い
り
羽
う
つ
と
云
心
也
勢
て
袖
を
あ
ら
け
な
く
あ
つ
か
ふ
鉢
を
一
蕊

一
本
、
「
ひ
ゝ
ち
ゐ
た
り
」
は
『
源
氏
物
語
大
成
』
の
校
異
編
に
「
ひ
ゝ
ら
き
I
ひ
ニ
ぶ
ご
と

あ
り
、
他
に
異
文
が
示
さ
れ
て
い
な
い
の
で
の
一
本
は
河
内
本
で
、
他
の
全
本
に
対
立
し
て
い

4
3
引
か
へ
し
な
の
め
な
ら
ん
は
(
夕
顔
一
〇
九
8
)

六
条
御
息
所
を
云
な
び
け
給
て
後

-
-
―
1
1
1
1
1
-
-
-
―
―
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
‐
-
-
-
-
1
1
-
l
r

な
の
め
な
ら
は
い
と
を
し
と
也
0
1
詞
引
か
へ
し
た
と
し
へ
な
か
ら
ん
と
云
も
ア
リ

}
本
に
い
う
「
引
か
へ
し
た
と
し
へ
な
か
ら
ん
」
の
部
分
の
異
文
は
、
『
源
氏
物
語
大
成
』
で
は
、

「
ひ
き
返
し
」
に
は
異
同
が
な
く
、
「
な
の
め
な
ら
ん
は
い
と
を
し
か
し
I
た
と
し
へ
な
か
ら
ん

は
い
と
を
し
か
る
へ
し
河
」
と
あ
る
。
「
は
い
と
を
し
か
し
I
は
い
と
を
し
か
る
へ
し
」
の
異
同

は
尋
流
抄
が
触
れ
て
い
な
い
の
で
こ
れ
を
除
く
と
、
こ
こ
に
指
摘
す
る
一
本
の
異
文
は
「
な
の

め
な
ら
ん
I
た
と
し
へ
な
か
ら
ん
河
」
で
、
河
内
本
系
に
限
ら
れ
る
。

B
は
一
本
の
本
文
が
複
数
の
系
統
に
跨
っ
て
い
る
場
合
で
あ
る
。
次
の
例
は
河
内
本
と
別
本

の
両
系
統
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。

4
5
民
部
の
お
も
と
(
空
蝉
九
二
1
3
)

(
略
)
少
輔
の
お
も
と
こ
二
一
-
本
あ
り
但
多
本

民
部
と
あ
り

『
源
氏
物
語
大
成
』
校
異
編
を
調
べ
る
と
、

民
部
の
お
も
と
I
せ
う
の
お
も
と
七
宮
尾
大
―
け
ふ
の
お
も
と
平
-
少
輔
の
お
も
と
陽

-
み
ん
ふ
の
少
納
言
の
お
も
と
飯
-
少
将
の
お
も
と
桃

と
あ
る
。
尋
流
抄
の
一
本
、
「
少
輔
の
お
も
と
」
は
、
厳
密
に
は
、
別
本
の
陽
明
家
本
だ
け
で
あ

る
が
、
河
内
本
系
の
「
せ
う
の
お
も
と
」
も
仮
名
書
き
に
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
範
噂
に

一

一

あ
る
も
の
と
判
断
し
た
。

こ
の
結
果
を
み
る
と
、
A
の
系
統
間
の
異
同
が
圧
倒
的
に
多
く
、
青
表
紙
本
・
河
内
本
が
確

定
し
て
か
ら
は
、
本
文
異
同
の
視
点
が
系
統
間
の
差
異
に
向
け
ら
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

た
だ
、
尋
流
抄
の
場
合
、
独
自
異
文
と
見
な
さ
れ
る
『
源
氏
物
語
大
成
』
に
書
載
さ
れ
な
い
異

文
を
3
0
箇
所
も
指
摘
す
る
の
は
や
は
り
目
を
引
く
。
独
自
異
文
に
つ
い
て
は
別
稿
に
譲
り
、
主

と
し
て
、
青
表
紙
本
を
一
本
と
す
る
場
合
を
考
察
す
る
。

ニ

「
一
本
」
が
青
表
紙
本
の
場
合
の
引
用
本
文

青
表
紙
本
を
高
く
評
価
し
た
、
冷
泉
家
流
の
正
徹
と
そ
の
門
人
の
宗
砺
、
こ
の
二
人
に
師
事

し
た
日
下
部
忠
説
の
聞
書
を
主
た
る
資
料
に
す
る
尋
流
抄
が
本
文
を
青
表
紙
本
に
と
る
の
は
理

解
し
や
す
い
。
逆
に
、
前
の
分
析
結
果
に
、
一
本
と
し
て
単
純
な
青
表
紙
本
系
が
1
5
箇
所
あ
る

の
は
気
に
な
る
。
青
表
紙
本
を
一
本
と
し
て
掲
げ
る
場
合
は
引
用
本
文
は
他
の
系
統
の
河
内
本

か
、
別
本
で
あ
る
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
が
、
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
く
、
系
統
内
の
本
文
を
取

出
し
て
対
立
さ
せ
る
こ
と
も
あ
る
。

一
本
が
青
表
紙
本
系
に
限
ら
れ
る
1
5
の
、
注
釈
対
象
に
な
っ
て
い
る
引
用
本
文
の
内
訳
は
次

の
よ
う
に
な
る
。

A
系
統
的
対
立

①
河
内
本
系

3

②
河
内
本
系
と
別
本
系
の
一
部

5

③
別
本
系

1

④
独
自
異
文

2

B
系
統
内
対
立

⑤
青
表
紙
本
系
の
一
部

1

⑥
青
表
紙
本
系
の
一
部
と
河
内
本
系

1

⑦
青
表
紙
本
系
と
河
内
本
系
と
別
本
系
の
一
部

2

A
は
青
表
紙
本
以
外
の
他
系
統
の
本
文
を
採
用
、
青
表
紙
本
系
の
本
文
を
一
本
と
し
て
指
摘

す
る
も
の
で
あ
る
。
明
ら
か
に
青
表
紙
本
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
他
系
統
の
本
文
を
引
用
本

文
に
す
る
の
で
青
表
紙
本
重
視
の
基
本
的
な
姿
勢
の
矛
盾
、
本
文
評
価
に
握
れ
が
み
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
整
合
性
を
欠
く
現
象
が
生
じ
た
原
因
を
考
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

B
は
⑤
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
青
表
紙
本
系
内
に
お
け
る
対
立
で
あ
る
。
各
本
文
間
に
お
け

る
個
別
の
対
立
現
象
で
あ
る
か
ら
、
系
統
的
観
点
よ
り
は
下
位
の
現
象
で
あ
る
が
、
尋
流
抄
の

依
拠
本
文
、
忠
説
の
所
持
本
を
推
定
す
る
資
料
を
提
供
す
る
こ
と
も
あ
り
、
軽
視
は
で
き
な
い
。

例
え
ば
、
⑤
は
一
例
で
、
数
量
的
に
は
取
る
に
足
り
な
い
け
れ
ど
も
現
象
は
興
味
深
い
の
で
例

-249-



源氏物語の本文と注釈活動の側面

示
し
て
み
る
。

8
1
琴
の
ね
な
ら
ね
と
(
少
女
六
七
九
9
)

訓
本
に
は
琴
の
か
ん
な
ら
ね
と
ゝ
あ
り

こ
こ
の
異
文
は
『
源
氏
物
語
大
成
』
校
異
編
に
よ
る
と
次
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

琴
の
か
む
I
き
ん
の
ね
三
-
き
ん
の
こ
ゑ
河
-
讃
陽
保
-
秋
気
陣

「
琴
」
の
読
み
方
は
定
か
で
な
い
が
、
「
…
の
ね
」
の
本
文
は
三
条
西
家
本
に
限
ら
れ
、
青

表
紙
本
の
中
で
孤
立
し
た
異
文
で
あ
る
。
忠
説
所
持
本
が
三
条
西
家
本
に
近
か
っ
た
こ
と
を
示

す
。
そ
の
せ
い
か
、
編
者
忠
説
も
青
表
紙
本
証
本
は
「
琴
の
か
ん
」
で
あ
る
こ
と
を
注
記
し
た

の
で
あ
ろ
う
。

三

引
用
本
文
が
先
行
注
釈
書
の
影
響
を
受
け
た
場
合

元
に
戻
っ
て
、
河
内
本
を
引
用
本
文
に
と
る
場
合
を
具
体
的
に
考
察
し
て
み
る
。
次
の
例
は

先
行
注
釈
の
影
響
を
受
け
て
本
文
が
河
内
本
に
な
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

7
8
た
ヽ
は
し
き
か
ん
た
か
ら
(
澪
標
四
九
九
1
1
)

厳
重
の
神
宝
也
い
つ
く
し
き
月
副

-本
モ
ア
リ

こ
こ
に
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
本
文
の
対
立
は
I
た
ゝ
は
し
き
」
-
「
い
つ
く
し
き
」
で
あ
る
。

『
源
氏
物
語
大
成
』
校
異
編
に
、

い
つ
く
し
き
I
た
ゝ
わ
し
き
河

と
あ
っ
て
、
底
本
の
大
島
本
に
対
し
て
河
内
本
に
の
み
異
文
が
あ
る
、
系
統
的
対
立
で
あ
る
。

尋
流
抄
は
河
内
本
を
敢
て
採
り
、
青
表
紙
本
を
含
む
他
の
諸
本
を
一
本
の
形
で
書
載
す
る
。
青

表
紙
本
重
視
の
編
者
忠
説
の
立
場
、
青
表
紙
本
・
別
本
を
含
む
多
数
の
本
文
が
、
二
本
」
と
さ

れ
る
、
系
統
的
優
劣
論
の
観
点
か
ら
見
て
も
、
河
内
本
を
引
用
本
文
に
採
ら
な
け
ば
な
ら
な
い

理
由
は
見
付
け
に
く
い
。
本
文
選
択
の
視
点
が
別
と
こ
ろ
に
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
の

一
つ
が
先
行
注
釈
書
の
影
響
で
ね
響

河
海
抄
に
は
、

た
ゝ
は
し
き
神
た
か
ら
と
も
を
(
澪
標
四
九
九
‥
1
1
)

厳
重
也

或
本
い
つ
く
し
き
と

あ
り
同
心
也

札
タ
ゝ
ハ
シ
(
キ
)
《
河
海
抄
》

と
あ
り
、
尋
流
抄
と
は
少
し
異
な
る
が
、
「
い
つ
く
し
き
」
を
対
立
本
文
に
と
り
あ
げ
て
い
る
こ

と
に
変
り
が
な
い
。
仙
源
抄
に
も
異
文
の
指
摘
が
あ
る
。

-

8
た
ゝ
は
し
き
か
む
た
か
ら
(
澪
標
四
九
九
‥
1
1
一
)

厳
重
也
札
タ
ゝ
ハ
シ
キ
愚
案
句
本
に
は
い

:
'
:
:
:
:
:

(
注
1
5
)

つ
く
し
き
と
あ
り
《
仙
源
抄
》

こ
れ
に
よ
る
と
「
い
つ
く
し
き
」
の
本
文
を
長
慶
天
皇
は
「
定
本
」
即
ち
、
定
家
本
と
お
考
え

の
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
検
討
を
す
る
前
に
、
河
海
抄
と
仙
源
抄
の
注
を
比
較
す
る
と
、
「
た
ゝ
は

し
き
」
の
語
義
を
「
厳
重
也
」
と
解
す
る
点
お
よ
び
「
札
」
の
宇
を
宛
て
て
、
片
仮
名
で
読
み

を
付
す
と
こ
ろ
は
全
く
同
じ
で
あ
る
か
ら
、
天
皇
は
河
海
抄
を
参
照
さ
れ
た
の
で
あ
う
訓
。

「
た
ゝ
は
し
き
」
の
語
義
に
限
る
と
、
更
に
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
た
ゝ
わ
し
き
か
ん
た
か
ら
を
も
て
つ
ゝ
け
と
云
事
(
澪
標
四
九
九
1
1
)

厳
重
事
也

札
r
ハ
；
定
奉
事
也
今
案
《
異
本
紫
明
聯

・
た
ゝ
わ
し
き
か
ん
た
か
ら
(
澪
標
四
九
九
U

厳
重
事
也

札
琵
ハ
4

(
紫
明
抄
》

こ
の
よ
う
に
、
「
た
ゝ
わ
し
き
」
の
語
義
を
「
厳
重
」
の
意
味
に
解
し
、
「
札
」
の
漢
字
を
宛

て
る
の
は
河
内
方
源
氏
学
に
共
通
し
て
い
る
が
、
異
本
紫
斑
が
、
「
札
」
の
字
を
宛
て
、
「
素

寂
」
の
出
典
表
記
を
し
て
採
録
す
る
。
紫
明
抄
も
こ
れ
を
引
継
い
で
い
る
。
異
本
紫
明
抄
に
引

か
れ
る
素
寂
説
は
、
素
寂
の
初
期
の
注
で
、
紫
明
抄
が
素
寂
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
将
軍
久
明

親
王
に
献
上
さ
れ
る
、
永
仁
二
年
〈
こ
一
九
四
〉
よ
り
遥
か
前
、
異
本
紫
明
抄
の
成
立
す
る
建

長
五
年
〈
一
二
五
三
〉
か
ら
文
永
四
、
五
年
〈
二
I
六
七
、
八
〉
以
前
に
素
寂
に
よ
っ
て
諸
注

集
成
さ
れ
、
「
素
寂
釈
」
と
で
も
称
す
べ
き
形
に
な
っ
て
い
た
、
と
言
わ
服
ぴ
。
河
内
学
派
内
の

対
立
(
「
親
行
-
聖
覚
-
行
阿
」
対
「
素
寂
-
素
因
」
)
、
異
本
紫
明
抄
が
殊
更
素
寂
説
を
明
記
す

る
こ
と
か
ら
推
測
す
る
と
、
素
寂
の
誇
る
自
説
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
河
内
学
派
を
統
一

す
る
立
場
に
あ
っ
た
四
辻
善
成
は
素
寂
説
を
河
海
抄
に
採
り
入
れ
た
の
で
あ
ろ
‰
ヤ

こ
の
よ
う
に
、
河
海
抄
の
採
録
す
る
「
た
ゝ
は
し
き
」
の
語
釈
は
、
素
寂
に
始
る
、
河
内
学

派
の
傍
流
の
注
で
あ
る
。
た
だ
、
当
面
問
題
に
す
る
本
文
の
異
同
は
河
海
抄
の
指
摘
が
最
初
で
、

先
ほ
ど
述
べ
た
よ
う
に
、
河
内
本
の
内
部
に
は
異
同
は
な
い
。
素
寂
が
所
持
し
た
河
内
本
(
家

本
)
も
親
行
の
河
内
本
証
本
も
「
た
ゝ
は
(
わ
)
し
き
」
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
異
文
の
呼
び

方
も
、
「
或
本
」
《
河
海
抄
》
・
「
定
本
(
定
家
本
)
」
《
仙
源
抄
》
・
「
・
・
と
云
本
」
《
尋
流
抄
》
、

と
統
一
さ
れ
て
い
な
い
。
河
海
抄
や
尋
流
抄
が
不
特
定
な
「
或
本
」
、
「
・
・
と
云
本
」
と
い
う

呼
び
方
を
す
る
の
に
対
し
て
仙
源
抄
が
「
定
家
本
」
に
限
定
し
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
定

家
本
が
青
表
紙
本
を
意
味
す
る
な
ら
、
嘉
禄
元
年
〈
一
二
二
五
〉
に
完
成
し
て
い
た
。
親
行
は

河
内
本
証
本
を
整
定
す
る
際
に
定
家
本
を
校
訂
に
用
い
て
大
約
。
こ
の
異
文
を
見
る
こ
と
は
で

き
た
は
ず
で
あ
る
。
彼
ら
は
こ
れ
を
捨
て
た
が
、
河
海
抄
・
仙
源
抄
の
時
代
に
な
っ
て
改
め
て

み
な
お
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
源
氏
学
派
の
統
一
機
運
の
一
つ
で
あ
ろ
う
か
。
河

海
抄
が
定
家
本
の
名
を
出
さ
な
い
点
は
気
が
か
り
で
あ
る
が
。
仙
源
抄
の
奥
書
に
は
定
家
自
筆

本
と
「
比
校
」
さ
れ
た
こ
と
が
記
し
て
あ
る
の
で
、
天
皇
は
定
家
本
を
手
許
に
置
い
て
「
い
つ

く
し
き
」
の
本
文
を
「
定
本
」
と
断
定
さ
れ
た
。
京
都
か
ら
遠
く
は
な
れ
た
吉
野
で
の
こ
と
で

あ
る
。
多
数
の
本
を
見
比
べ
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
「
い
つ
く
し
き
」
は

河
内
本
に
対
立
す
る
青
表
紙
本
の
ほ
か
別
本
、
そ
の
他
の
多
本
の
本
文
で
あ
る
か
ら
、
長
慶
天

皇
は
手
許
の
青
表
紙
本
だ
け
を
ご
覧
に
な
っ
た
し
、
善
成
や
忠
説
が
青
表
紙
本
含
む
複
数
の
本

を
み
て
、
「
或
本
」
「
:
と
云
本
」
と
記
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
仙
源
抄
に
は
、
「
定
本
」
の

一

一

一
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井 爪 康 之

指
摘
は
他
の
箇
所
に
も
あ
り
、
総
計
5
2
箇
所
に
及
ぶ
。

と
も
あ
れ
、
引
用
本
文
に
、
河
内
本
が
採
ら
れ
、
青
表
紙
本
が
「
一
本
」
と
し
て
言
及
さ
れ

る
要
因
の
一
つ
を
、
先
行
注
釈
書
の
影
響
受
け
た
結
果
に
求
め
て
み
た
。
こ
の
よ
う
な
場
合
は

次
の
8
例
で
あ
る
。

紫
5
0
・
澪
7
8
〈
河
内
本
〉

紫
1
4
・
紫
8
2
・
末
1
3
9
・
絵
6
8
・
野
3
2
・
霧
5
8
〈
河
内
本
と
青
表
紙
本
又
は
別
本
の
一
部
を

含
む
〉

こ
れ
ま
で
の
例
は
河
海
抄
な
ど
の
有
力
な
先
行
注
釈
書
の
影
響
を
排
除
で
き
ず
に
、
引
用
本

文
が
河
内
本
に
な
っ
て
い
る
例
で
あ
る
。
し
か
し
、
先
行
注
釈
書
の
と
の
関
係
を
み
る
と
、
後

世
の
注
釈
書
の
よ
う
に
、
原
典
を
尊
重
し
て
本
文
を
含
め
て
す
べ
て
を
忠
実
に
引
き
写
す
、
厳

正
な
態
度
を
貫
い
た
、
と
は
い
え
な
い
場
合
も
あ
る
。
そ
の
具
体
的
検
討
は
別
の
機
会
に
譲
り

た
い
。

三

忠
説
の
所
持
本
は
混
態
本
か
1
「
猶
以
他
本
紀
之
」
-

も
う
少
し
、
先
行
注
釈
書
と
の
関
係
を
取
り
扱
っ
て
い
く
。
注
の
内
容
は
、
先
行
の
注
釈
書

の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
に
も
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
文
に
は
そ
の
形
跡
が

な
い
も
の
が
あ
る
。

6
7
お
ぼ
す
所
や
あ
ら
ん
と
つ
ヽ
ま
し
き
を
(
胡
蝶
七
九
二
5
)

一
本
や
ゝ
ま
し
き
と

あ
り
心
や
ま
し
き
也

こ
の
本
文
異
同
は
、
「
つ
ゝ
ま
し
き
」
-
「
や
ゝ
ま
し
き
」
で
あ
る
。
『
源
氏
物
語
大
成
』
校
異

編
に
よ
っ
て
関
連
部
分
の
異
文
を
取
出
す
と
、

や
ゝ
ま
し
き
を
I
や
ま
し
き
ヲ
陽
i
や
う
ま
し
き
を
保
―
つ
ゝ
ま
し
き
を
河
麦
-
つ
ゝ
ま

し
き
阿

の
よ
う
に
な
る
。
別
本
の
陽
明
家
本
の
「
や
ま
し
き
ヲ
」
は
青
表
紙
本
系
の
「
や
ゝ
ま
し
き
を
」

の
「
こ
の
誤
脱
が
、
保
坂
本
は
「
こ
の
「
う
」
へ
の
誤
写
か
、
陽
明
家
本
の
「
や
」
の
長

音
化
か
想
定
さ
れ
る
し
、
阿
里
莫
本
の
「
つ
ゝ
ま
し
き
」
は
助
詞
「
を
」
の
誤
脱
で
あ
ろ
う
。

大
き
く
は
尋
流
抄
に
い
う
「
や
ゝ
ま
し
き
」
《
青
》
-
「
つ
ゝ
ま
し
き
」
《
河
》
の
系
統
上
の
異
同

に
ま
と
め
う
る
。
尋
流
抄
は
河
内
本
を
と
っ
て
青
表
紙
本
を
捨
て
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
、

先
行
注
釈
書
に
よ
る
と
も
思
え
な
い
特
異
な
例
の
よ
う
で
あ
る
。

・
や
ゝ
ま
し
き
(
胡
蝶
七
九
二
5
)

心
や
ま
し
き
也
《
河
海
抄
》

・
や
ゝ
ま
し
き
(
胡
蝶
七
九
二
5
)

わ
つ
ら
は
し
き
也
又
云
か
し
か
ま
し
き
也
《
仙

源
抄
》

河
海
抄
も
仙
源
抄
も
菁
表
紙
本
系
の
「
や
ゝ
ま
し
き
」
を
本
文
に
す
る
が
、
尋
流
抄
の
注
が
河

四

海
抄
と
同
じ
で
あ
る
か
ら
河
海
抄
の
影
響
の
方
が
大
き
い
。
先
行
注
釈
書
の
本
文
が
青
表
紙
木

で
、
編
者
は
そ
れ
に
気
付
き
確
認
後
、
「
一
本
」
と
し
て
書
載
し
た
。
こ
の
よ
う
な
過
程
が
考
え

ら
れ
る
。
尋
流
抄
の
編
者
は
語
義
に
差
を
認
め
な
か
っ
た
の
か
、
言
及
せ
ず
に
お
い
た
。
『
古
語

大
辞
典
』
(
小
学
館
)
は
両
語
の
語
義
を
次
の
よ
う
に
記
述
す
る
。

や
や
ま
し

い
っ
そ
う
心
苦
し
い
。
い
っ
そ
う
気
が
と
が
め
る
。
い
よ
い
よ
気
掛
り
で
あ

つ
つ
ま
し

①
心
が
包
み
こ
ま
れ
る
よ
う
な
気
が
す
る
。
イ
気
後
れ
が
す
る
。
気
が
置
け

る
。
ロ
遠
慮
さ
れ
る
。
は
ば
か
ら
れ
る
。
②
物
事
を
包
ん
で
お
き
た
い
。
あ
ら
わ
に
な
る

の
を
避
け
た
い
。
イ
周
囲
が
気
に
な
る
。
気
が
ね
さ
れ
る
。
口
人
に
見
ら
れ
た
く
な
い
。

み
っ
と
も
な
い
。
ハ
気
が
ひ
け
る
。
恥
ず
か
し
い
。

「
や
や
ま
し
」
の
意
味
の
基
幹
部
分
は
「
や
ま
し
」
に
あ
り
、
「
病
む
」
の
形
容
詞
化
し
た
も
の

で
、
「
心
苦
し
い
」
が
主
た
る
意
味
の
よ
う
で
あ
る
。
一
方
、
「
つ
つ
ま
し
」
は
「
慎
む
(
包
む
)
」

か
ら
生
じ
た
形
容
詞
で
、
①
包
込
ま
れ
る
〈
自
動
詞
〉
②
は
ば
か
る
。
気
が
ね
す
る
〈
他
動
詞
〉

に
重
点
が
あ
る
。
「
つ
ゝ
ま
し
」
の
語
義
に
「
心
や
ま
し
」
を
宛
て
る
の
は
少
し
無
理
か
も
し
れ

ぬ
。
「
お
ぼ
す
所
や
あ
ら
ん
と
つ
ヽ
ま
し
き
(
や
ゝ
ま
し
き
)
を
」
と
い
う
文
脈
で
は
「
や
ゝ
ま

し
き
」
に
内
省
的
な
深
み
を
覚
え
る
。
尋
流
抄
が
二
本
」
の
「
や
ゝ
ま
し
き
」
に
心
残
り
を

感
じ
た
所
以
で
あ
ろ
う
か
。

先
行
注
釈
書
の
影
響
を
受
け
す
に
河
内
本
を
本
文
に
採
る
事
実
を
率
直
に
認
め
て
、
青
表
紙

本
を
評
価
し
な
が
ら
、
今
日
の
よ
う
に
諸
本
を
一
度
に
見
て
比
較
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、

手
許
に
あ
る
、
部
分
的
に
は
河
内
本
本
文
を
含
む
青
表
紙
本
の
「
家
本
」
に
、
編
者
日
下
部
忠

説
は
従
わ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
、
と
推
測
し
て
お
き
た
い
。

1
9
4
さ
か
し
ら
心
(
若
紫
一
九
五
7
)

進
止
と
書
也

万
さ
か
し
ら
に
夏
は
人
ま
ね
篠
の

I

-
-
-
-
―
-
―-
-
―
-
-
-
-
1
1
-
-
-
1
1
1
1
f

葉
の
さ
や
く
霜
夜
に
わ
れ
ひ
と
り
ぬ
る
証
本
に
は
さ
か
し
ら
心
か
-
m
こ
と
有
猶
以
他
本
可

紀
之

引
用
本
文
は
「
さ
か
し
ら
心
」
ま
で
に
止
め
て
あ
る
が
、
注
に
「
証
本
に
は
さ
か
し
ら
心
あ

り
と
有
」
と
記
し
て
ぃ
る
の
で
「
あ
り
」
の
所
を
問
題
に
し
て
い
る
。
『
源
氏
物
語
大
成
』
校
異

編
に
は
次
の
よ
う
な
本
文
異
同
を
載
せ
る
。

さ
か
し
ら
心
あ
り
I
さ
か
し
ら
心
あ
り
(
つ
き
)
御
よ

I

か
し
く
(
ら
)
こ
こ
ろ
あ
り
横
-
さ
か
し
う
心
あ
り
榊
池
=
丁
さ
か
し
ら
こ
ゝ
ろ
っ
き
河

-

こ
れ
に
よ
る
と
、
「
あ
り
」
に
つ
い
て
、
青
表
紙
本
諸
本
間
に
は
御
物
本
が
「
つ
き
」
を
併
記
す

る
だ
け
で
、
本
行
に
異
同
は
な
い
。
河
内
本
諸
本
は
「
つ
き
」
だ
け
で
あ
る
か
ら
「
あ
り
」
《
青
》

―
「
つ
き
し
《
河
」
の
対
立
の
構
図
に
な
る
。
尋
流
抄
は
こ
れ
を
気
に
し
て
引
用
本
文
を
両
系
統

共
通
部
分
の
「
さ
か
し
ら
心
」
ま
で
に
止
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
証
本
に
「
さ
か
し
ら
心
あ
り
と
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源氏物語の本文と注釈活動の側面

有
」
と
い
う
か
ら
に
は
彼
の
「
家
本
」
は
「
つ
き
」
の
河
内
本
系
の
本
文
を
持
っ
て
い
た
と
思

わ
れ
る
。
青
表
紙
本
証
本
で
校
合
し
た
の
だ
ろ
う
か
、
信
頼
す
べ
き
証
本
と
手
許
の
「
家
本
」

の
「
つ
き
」
を
見
比
べ
て
決
断
し
か
ね
た
。
「
以
猶
他
本
可
紀
之
」
と
し
て
ひ
と
ま
ず
注
釈
活
動

を
前
へ
進
め
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
「
紀
」
の
字
は
「
記
」
と
も
読
め
る
の
で
引
用
文
の
「
さ
か

し
ら
心
」
の
残
り
を
記
す
つ
も
り
な
の
か
、
「
紀
」
を
「
い
と
す
ぢ
を
わ
け
る

〔
説
文
〕
紀
、

別
絲
也
」
《
大
漢
和
》
に
基
づ
き
、
「
改
め
る
、
質
す
」
と
解
し
う
る
な
ら
ば
、
更
に
諸
本
を
見

て
本
文
を
確
定
す
る
こ
と
を
期
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
忠
説
所
持
本
の
、
こ
こ
の
本
文
は
河
内
本

系
の
「
さ
か
し
ら
心
つ
き
」
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
所
持
本
を
河
内
本
と
は
認
識
し
て
い
な
か
っ

た
は
ず
で
あ
る
。
青
表
紙
本
証
本
を
見
て
不
安
に
駆
ら
れ
、
他
の
本
を
漁
る
こ
と
に
し
た
。
「
以

猶
他
本
可
紀
之
」
、
こ
の
一
条
に
、
青
表
紙
本
に
こ
だ
わ
り
、
証
本
を
前
に
動
揺
す
る
真
摯
な
姿

を
見
る
思
い
が
す
る
。

四

独
自
異
文
の
発
生
と
注
釈
活
動

青
表
紙
本
の
本
文
を
尊
重
し
、
本
文
そ
の
も
の
に
固
執
す
る
態
度
と
は
相
容
れ
な
い
が
、
注

釈
活
動
に
関
わ
っ
て
本
文
が
変
動
す
る
例
を
取
上
げ
ざ
る
を
え
な
い
。
解
釈
を
重
視
す
れ
ば
本

文
は
改
変
さ
れ
る
事
態
も
生
じ
る
の
だ
ろ
う
か
。
少
し
荷
が
重
い
が
取
り
扱
っ
て
み
る
。

5
0
を
の
れ
ふ
る
し
給
へ
る
い
と
を
し
か
り
き
し
つ
ほ
う
な
る
人
の

(
真
木
柱
九
五
三
3
)

-
・
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
自
1
1
-
―
‐
‐
-
-
-
‐
-
-
-

~
布
い
と
お
し
み
に
し
つ
ほ
う
な
る
と
あ
り
河
海
に
秋
と
い
へ
ば
よ
そ
に
ぞ
聞
し
あ
だ

人
の
我
を
ふ
る
せ
る
名
に
こ
そ
有
け
れ
此
引
脊
ば
か
り
に
て
は
よ
く
も
不
被
心
得
花
鳥

-
・
―
―
―
-
1
1
-
―
‐
―
-
-
-
‐
-
-
-
-
-
-
-
-
-
―
―
―
―
l
j
1
-
-
-
-
‐
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
―
―
-
―
-
―
―
―
I
I

二
釈
せ
る
分
は
~
本
を
の
れ
ふ
る
せ
る
い
と
を
し
み
よ
果
つ
ほ
う
と
有
い
と
を
し
と
句

を
切
て
身
に
し
つ
ほ
う
な
る
人
と
河
海
に
注
せ
り
即
お
も
ふ
な
る
と
云
寄
を
ひ
か
れ
た

り
お
ぼ
つ
か
な
し
と
い
へ
り
只
此
儀
は
ひ
け
黒
は
実
法
な
る
人
な
れ
ば
よ
そ
人
に
な
ら

ん
は
い
と
を
し
か
り
き
と
云
心
な
る
べ
し
我
身
ふ
る
せ
る
と
云
心
は
我
身
を
ふ
る
め
か

し
く
思
ひ
て
花
や
き
給
は
ぬ
人
を
そ
ゞ
の
か
し
て
我
か
た
へ
取
給
と
云
心
也

複
雑
な
注
な
の
で
本
文
に
直
接
関
係
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
た
い
。
異
同
は
二
つ
に
類
別
で
き

い
と
お
し
み
に
I
い
と
を
し
か
り
に
河
陽
保
長
―
い
と
ほ
し
か
る
あ
ま
り
に
麦
阿

右
の
異
文
状
況
を
み
る
と
「
い
と
お
し
み
」
《
青
》
~
「
い
と
を
し
か
り
に
」
《
河
・
別
》
、
の
対

立
が
基
本
に
な
っ
て
い
る
。
麦
生
本
・
阿
里
莫
本
は
河
内
本
系
の
解
釈
本
文
と
し
て
派
生
し
た

も
の
で
あ
ろ
う
。

前
後
の
本
文
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

-
-
―
-
―
-
-
-
-
―
-
-
―
―
―
―
―
―
1
1
1
1
-
―
‐
―
-
-
-
―
-
-
-
―
-
-
-
-
―
―
―
-

か
く
す
ゑ
に
す
ゝ
ろ
な
る
ま
I
」
か
し
つ
き
を
し
て
①
を
の
れ
ふ
る
し
給
へ
る
い
と
お
し

1
1
-
―
-
―
―
-
-
-
―
―
―
1
1
1
1
1
-
―
-
―
―

-
-
-
―
-
-

み
に
し
ほ
う
な
る
口
人
の
ゆ
き
所
あ
る
ま
し
き
を
と
て
と
り
よ
せ
も
て
か
し
つ
き
給
は
い

か
ゝ
つ
ら
か
ら
ぬ
と
い
ひ
つ
ゝ
け
の
ゝ
し
り
給
へ
は
(
真
木
柱
九
五
三
2
)

髪
黒
は
玉
鬘
の
と
こ
ろ
か
ら
離
れ
ず
、
自
宅
に
戻
ら
な
く
な
っ
た
。
怒
っ
た
式
部
卿
宮
は
娘

の
北
の
方
を
引
取
っ
た
。
実
家
に
戻
っ
て
き
た
娘
を
待
受
け
て
、
母
北
の
方
は
今
回
の
悲
劇
を

源
氏
の
た
く
ら
み
と
見
て
、
激
し
く
罵
る
の
で
あ
っ
た
。
点
線
部
の
人
物
関
係
に
解
釈
の
揺
れ

が
あ
る
。
①
「
を
の
れ
」
は
髪
黒
か
、
源
氏
か
で
分
れ
る
。
現
代
の
注
釈
書
は
源
氏
で
、
源
氏

が
、
自
分
の
古
く
し
た
、
傷
物
に
し
た
、
と
解
釈
す
る
。
尋
流
抄
は
、
我
と
我
身
を
古
め
か
し

く
思
う
、
と
し
て
髪
黒
に
と
っ
て
い
る
。
②
「
人
」
は
、
「
実
法
な
る
人
」
、
真
面
目
な
人
の
意

味
で
髪
黒
、
「
(
身
)
に
し
(
忘
れ
草
又
は
嘆
き
が
)
生
ふ
人
」
で
玉
鬘
の
両
様
に
解
す
る
。

a
源
氏
が
手
を
つ
け
て
傷
物
に
し
た
の
を
不
偏
に
思
っ
て
、
律
儀
な
髪
黒
を
そ
そ
の
か
し
、

b
自
分
で
我
身
を
古
め
か
し
く
、
華
や
か
な
と
こ
ろ
の
な
い
振
舞
を
す
る
髪
黒
を
不
欄
に

思
っ
て
、
律
儀
な
彼
を
そ
そ
の
か
し
、

の
よ
う
な
解
釈
に
な
ろ
う
か
。

河
海
抄
は
引
歌
を
2
箇
所
に
指
摘
し
て
注
は
つ
け
て
い
な
い
。
確
か
に
こ
れ
だ
け
で
は
分
り

に
く
い
。―
身
に
し
お
ふ
な
る
人
の
(
真
木
柱
九
五
三
3
)

つ
み
も
な
き
人
を
う
け
へ
は
し
の
ぶ
草
を
の
か
う
へ
に
そ
お
ふ
と
い
ふ
な
る
″
…

あ
し
か
れ
と
思
は
ぬ
山
の
峰
に
た
に
お
ふ
な
る
物
を
人
の
な
け
き
は
。
1
.

2
を
の
れ
ふ
る
し
給
へ
る
(
九
五
三
3
)

秋
と
い
へ
は
よ
そ
に
そ
聞
し
あ
た
人
の
我
を
ふ
る
せ
る
名
に
こ
そ
有
け
れ
(
古
8
2
4
)
《
河

海
抄
》

順
序
が
逆
に
な
っ
て
い
る
が
、
2
の
引
歌
は
古
今
集
8
2
4
番
歌
、
相
手
の
不
実
を
嘆
く
歌
で
あ
る
。

1
の
歌
も
2
首
と
も
に
や
は
り
不
実
を
託
つ
歌
で
あ
る
。
こ
の
引
歌
を
み
る
か
ぎ
り
、
①
②
と

も
に
玉
鬘
に
と
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
古
今
果
8
2
4
番
歌
は
源
氏
に
捨
て
ら
れ
た
こ
と
を
玉
鬘

が
嘆
く
の
に
適
っ
て
い
る
。
伊
勢
物
語
の
歌
は
源
氏
を
託
つ
玉
鬘
を
諭
す
意
を
持
た
せ
る
引
歌

の
つ
も
り
で
あ
ろ
う
か
。
和
泉
式
部
の
歌
は
源
氏
の
不
実
を
恨
む
玉
鬘
を
意
味
す
る
引
歌
に
思

ヽ
え
る
。

花
鳥
余
情
は
河
海
抄
の
注
を
批
判
し
て
次
の
よ
う
な
注
を
つ
け
る
。

2
5
お
の
れ
ふ
る
し
給
へ
る
い
と
を
し
か
り
し
に
し
ほ
う
な
る
人
の
(
真
木
柱
九
五
三
3
)

河
海
に
は
①
「
い
と
を
し
と
句
を
き
り
て

9
み
に
し
ほ
う
な
る
人
の
と
あ
り
す
な
は
ち
引

1

に
お
ふ
な
る
と
よ
め
る
歌
を
ひ
か
れ
侍
り
こ
れ
は
身
に
し
ほ
ふ
な
る
人
と
よ
ま

れ
侍
る
に
や
い
と
お
ほ
つ
か
な
し
し
ほ
う
は
実
法
な
り
髪
黒
の
大
将
を
い
へ
る
こ
と

は
な
り
《
花
鳥
余
情
》

点
線
部
①
②
で
は
、
「
い
と
を
(
お
)
し
」
と
句
を
切
り
、
「
い
と
お
(
を
)
し
。
み
(
身
)

五
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井爪康之

に
し
ほ
う
な
る
人
」
と
し
て
、
④
「
身
に
し
ほ
う
(
身
に
し
生
ふ
)
な
る
人
の
」
の
意
味
に
読

み
、
男
性
の
不
実
を
嘆
く
、
③
「
生
ふ
な
る
」
に
関
す
る
、
引
歌
、
伊
勢
物
語
三
十
一
段
・
和

泉
式
部
の
歌
が
指
摘
し
て
あ
る
。
し
か
し
、
⑤
「
し
ほ
う
」
は
「
実
法
」
で
、
髪
黒
の
こ
と
で

あ
る
か
ら
こ
の
解
釈
は
認
め
が
た
い
。
批
判
の
大
要
は
こ
の
ぐ
ら
い
で
あ
ろ
う
か
。
尋
流
抄
は

花
鳥
余
情
の
独
自
注
、
⑤
の
「
実
法
」
説
を
補
足
解
説
す
る
。

只
此
儀
は
ひ
け
黒
は
実
法
な
る
人
な
れ
ば
よ
そ
人
に
な
ら
ん
は
い
と
を
し
か
り
き
と
云
心

な
る
べ
し
我
身
ふ
る
せ
る
と
云
心
は
我
身
を
ふ
る
め
か
し
く
思
ひ
て
花
や
き
給
は
ぬ
人
を

そ
ゞ
の
か
し
て
我
か
た
へ
取
給
と
云
心
也
《
尋
流
抄
》

「
此
儀
」
は
花
鳥
余
情
の
先
は
ど
の
「
実
法
な
る
人
即
髪
黒
」
の
解
釈
で
あ
る
、
そ
れ
に
基
づ

い
て
、
河
海
抄
の
「
を
の
れ
ふ
る
せ
る
」
の
引
歌
、
「
秋
と
い
へ
ば
」
を
も
否
定
す
る
。
と
い
う

こ
と
は
、
源
氏
が
玉
鬘
を
我
が
も
の
に
し
て
捨
て
た
こ
と
も
否
定
し
て
、
髪
黒
の
若
さ
に
欠
け

る
振
舞
に
し
て
し
ま
う
。
こ
れ
で
何
と
か
辻
棲
を
合
わ
せ
え
た
思
い
で
あ
ろ
う
。
尋
流
抄
の
「
を

の
れ
ふ
る
し
給
へ
る
い
と
を
し
か
り
き
。
し
つ
ほ
う
な
る
人
の
(
ゆ
き
所
あ
る
ま
し
き
を
と
て

と
り
よ
せ
も
て
か
し
つ
き
給
は
い
か
ゝ
つ
ら
か
し
が
)
」
の
解
釈
は
、
我
身
に
若
さ
の
な
い
こ
と

を
自
認
し
て
、
華
や
か
な
振
舞
を
せ
ぬ
髪
黒
を
、
見
方
を
変
え
れ
ば
真
面
目
な
男
だ
か
ら
、
よ

そ
人
に
す
る
の
を
源
氏
は
惜
し
く
思
っ
た
。
彼
を
そ
そ
の
か
し
て
自
分
の
方
へ
取
込
ん
で
傅
く

の
は
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
聊
か
強
引
な
所
が
あ
る
。
第
一
、
花
鳥
余
情
は
「
実
法
な
る

人
」
は
髪
黒
大
将
で
あ
る
、
と
明
言
し
て
い
る
が
、
「
を
の
れ
ふ
る
し
給
へ
る
(
人
)
」
の
こ
と

は
一
言
も
述
べ
て
い
な
い
。
こ
れ
を
髪
黒
に
き
め
る
の
は
尋
流
抄
の
編
者
の
憶
測
で
あ
る
。
そ

の
髪
黒
が
手
か
ら
離
れ
る
こ
と
を
源
氏
が
惜
し
ん
だ
、
こ
れ
も
同
断
で
あ
る
。
そ
の
う
え
「
い

と
を
し
か
り
に
」
(
河
内
本
)
を
「
い
と
を
し
か
り
き
」
に
改
変
し
て
独
自
異
文
を
作
っ
て
し
ま
っ

た
。
こ
の
よ
う
に
言
う
と
、
止
ま
る
所
を
知
ら
な
い
改
悪
の
極
み
の
よ
う
に
聞
え
る
か
も
し
れ

な
い
が
、
同
情
の
余
地
が
な
い
で
も
な
い
。
「
ホ
」
の
草
体
と
「
支
」
の
草
体
は
酷
似
し
て
い
る
。

思
い
こ
み
が
強
い
時
は
「
に
」
を
「
き
」
に
読
ん
で
河
海
抄
が
途
中
で
投
出
し
、
花
鳥
余
情
も

難
し
い
所
は
逃
げ
た
解
釈
を
、
曲
り
な
り
に
も
筋
を
通
し
た
忠
説
の
思
い
が
わ
か
る
気
も
す
る
。

異
文
が
生
じ
る
過
程
を
勝
手
に
想
像
す
る
の
は
不
謹
慎
な
こ
と
だ
。
草
体
の
酷
似
し
た
文
字

の
誤
写
に
し
て
お
け
ば
よ
い
か
も
し
れ
ぬ
。
注
釈
活
動
と
本
文
冊
定
は
不
可
分
の
行
為
だ
。
ま

し
て
、
句
の
切
れ
続
き
、
「
い
と
を
か
し
が
り
に
」
(
河
内
本
)
、
「
い
と
を
か
し
か
り
き
」
、
(
尋

流
抄
の
独
自
異
文
)
声
点
も
絡
ん
で
く
る
。
こ
の
種
の
初
期
注
釈
活
動
は
計
り
知
れ
な
い
と
こ

ろ
が
あ
る
。
か
つ
て
素
寂
は
兄
親
行
と
河
内
本
の
本
文
一
字
を
争
っ
て
譲
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ

に
よ
っ
て
人
物
像
が
変
わ
る
の
か
不
服
だ
っ
た
沿
。

も
う
一
度
本
文
に
戻
る
。
前
掲
『
源
氏
物
語
大
成
』
校
異
編
に
は
、
青
表
紙
本
系
の
「
い
と

お
し
み
に
」
に
対
す
る
、
河
内
本
・
別
本
の
一
部
の
「
い
と
を
し
が
り
に
」
、
こ
の
河
内
本
・
別

六

本
系
の
解
釈
本
文
の
可
能
性
が
あ
る
、
「
い
と
ほ
し
が
る
あ
ま
り
に
」
が
書
載
さ
れ
て
い
た
。
河

海
抄
は
、
青
表
紙
本
系
の
本
文
を
「
い
と
お
し
。
身
に
・
こ
と
読
ん
だ
は
ず
だ
、
実
は
河
海

抄
は
引
歌
を
あ
げ
た
だ
け
で
注
を
つ
け
て
い
な
い
の
だ
が
、
花
鳥
余
情
・
尋
流
抄
の
注
は
河
海

抄
の
指
摘
す
る
引
歌
に
つ
い
て
の
解
釈
で
あ
る
。
こ
の
引
歌
を
批
判
し
て
、
花
鳥
余
情
は
河
内

本
の
「
い
と
を
し
が
り
に
(
し
ほ
う
な
る
人
の
)
」
を
採
っ
た
。
「
い
と
ほ
し
む
」
の
連
用
形
「
い

と
ほ
し
み
」
に
対
し
て
「
い
と
ほ
し
が
る
」
の
連
用
形
を
宛
て
た
の
で
あ
る
。
こ
の
発
想
を
補

足
し
た
の
が
別
本
の
「
い
と
ほ
し
が
る
あ
ま
り
に
」
で
あ
ろ
う
。
「
い
と
ほ
し
が
り
に
」
が
持
つ

不
自
然
さ
を
覆
う
た
め
に
「
あ
ま
り
」
を
付
け
加
え
た
こ
と
が
考
え
ら
心
ぴ
。
尋
流
抄
は
「
い

と
を
し
か
り
き
。
(
し
ほ
う
な
る
人
の
)
」
の
本
文
を
創
っ
た
。
形
容
詞
「
い
と
ほ
し
」
の
か
り

活
用
、
連
用
形
に
助
動
詞
「
き
」
の
終
止
形
が
接
続
し
た
形
を
新
た
に
想
定
し
た
の
で
沁
斜
。

河
海
抄
の
「
い
と
ほ
し
。
身
に
」
の
形
を
念
頭
に
お
い
て
、
花
鳥
余
情
の
「
い
と
ほ
し
が
り
に
」

を
修
正
す
る
意
図
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
結
局
、
こ
こ
の
異
文
の
問
題
は

を
の
れ
ふ
る
し
給
へ
る
い
と
お
し
み
に
し
ほ
う
な
る
人
の
ゆ
き
所
あ
る
ま
し
き
を
と
て
と

り
よ
せ
も
て
か
つ
き
給

の
点
線
部
、
「
い
と
ほ
し
み
に
」
の
切
れ
続
き
の
関
係
に
収
斂
す
る
。
「
い
と
ほ
し
む
」
の
連
用

形
に
「
に
」
の
付
く
形
が
許
容
さ
れ
る
か
、
否
か
、
で
あ
る
。
源
氏
物
語
に
は
、
「
い
と
ほ
し
み

に
」
が
こ
の
ほ
か
に
1
例
あ
る
。
-
-
―
―
-
1
1
1
1
-
-
-
-
1
1
1
1
1
1
1

女
君
き
え
の
こ
り
た
る
い
と
お
し
み
に
わ
た
り
た
ま
ひ
て
人
や
り
な
ら
す
心
く
る
し
う
思

や
り
き
こ
え
給
に
や
(
若
菜
下
一
一
九
九
1
1
)

紫
上
が
一
命
を
と
り
と
め
た
の
を
、
源
氏
が
不
欄
に
思
う
か
ら
、
女
三
宮
の
所
か
ら
急
い
で
帰
っ

て
く
る
の
で
は
、
と
紫
上
が
源
氏
の
心
中
を
察
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
、
玉
鬘
を
不
欄

に
思
う
の
で
真
面
目
な
髪
黒
に
嫁
が
せ
よ
う
と
す
る
の
と
類
似
し
た
表
現
で
あ
る
。
若
菜
下
巻

の
場
合
は
単
純
な
文
脈
で
、
す
ぐ
後
に
つ
な
が
る
の
に
、
真
木
柱
巻
は
「
し
ほ
う
な
る
人
の
」

か
ら
「
と
て
」
ま
で
か
な
り
長
い
句
が
挿
入
さ
れ
複
雑
で
は
あ
る
。
「
い
と
ほ
し
み
に
」
の
語
法

自
体
に
そ
れ
は
ど
の
問
題
が
な
い
な
ら
ば
、
文
脈
を
整
理
し
、
把
握
す
る
読
み
の
力
に
係
っ
て

く
る
。
青
表
紙
本
系
本
文
が
読
め
ぬ
こ
と
は
な
い
か
ら
、
こ
れ
の
解
釈
に
窮
し
た
者
が
河
内
本

系
の
本
文
を
冊
定
し
た
可
能
性
も
考
え
う
る
。
因
み
に
、
若
菜
下
巻
の
該
当
箇
所
に
は
異
文
は

な
い
。
青
表
紙
本
系
の
本
文
を
読
み
こ
な
す
試
み
が
河
海
抄
以
後
も
続
け
ら
れ
た
形
跡
が
あ
る
。
弄

花
抄
に
こ
の
解
釈
を
め
ぐ
る
注
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

5
1
す
ゝ
ろ
な
る
ま
ゝ
子
か
し
つ
き
を
し
て
を
の
れ
ふ
る
し
給
へ
る
い
と
お
し
み
に
し
ほ
う

な
る
人
の
行
所
有
ま
し
き
を
と
て
(
真
木
柱
九
五
三
2
)

式
部
卿
北
方
の
詞
也

一

勘
万
を
の
れ
ふ
る
す
は
我
身
を
す
て
さ
る
心
也

玉
か
つ
ら
を
い
と
お
し
く
思
ふ
よ
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源氏物語の本文と注釈活動の側面

り
し
ほ
う
な
る
人
を
と
也
《
弄
花
抄
》

「
を
の
れ
を
ふ
る
す
」
は
我
身
を
捨
去
る
意
味
で
、
玉
鬘
を
愛
お
し
く
を
思
う
の
で
実
直
な
人

を
連
合
い
に
と
い
う
意
味
で
あ
る
、
こ
れ
は
今
日
の
解
釈
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
「
我
身
を
捨
去

る
」
の
主
語
が
源
氏
が
玉
鬘
を
捨
て
る
の
か
、
玉
鬘
が
源
氏
を
捨
て
る
の
か
、
明
確
で
は
な
い

が
、
古
今
集
8
2
4
番
歌
を
ふ
ま
え
る
な
ら
、
源
氏
が
玉
鬘
を
捨
て
る
、
の
で
あ
ろ
う
し
、
本
文
の

「
ふ
る
し
給
へ
る
」
の
敬
語
法
か
ら
も
源
氏
の
行
為
で
あ
る
。
青
表
紙
本
は
読
む
こ
と
が
可
能

な
本
文
な
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
『
一
勘
』
は
文
明
十
二
年
〈
一
四
八
〇
〉
、
肖
柏
が
兼
良
に
尋

ね
た
こ
と
の
返
答
書
で
あ
る
。
こ
れ
は
兼
良
の
解
釈
な
の
だ
。
花
鳥
余
情
(
文
明
四
年
〈
一
四

七
二
〉
)
で
は
、
兼
良
は
青
表
紙
本
に
よ
る
河
海
抄
の
注
を
批
判
し
た
だ
け
で
曖
昧
な
注
を
つ
け

て
い
た
。
そ
の
教
え
受
け
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
忠
説
も
兼
良
注
の
解
釈
・
弁
明
に
著
労
し
た

の
で
あ
っ
た
。
尋
流
抄
の
成
立
は
文
明
十
六
年
〈
一
四
八
四
〉
で
あ
る
が
、
忠
説
は
花
鳥
余
情

成
立
後
、
間
も
な
く
兼
良
か
ら
遠
ざ
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
そ
の
後
の
兼
良
の
情
報
は

少
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
花
鳥
余
情
の
兼
良
の
解
釈
と
『
一
勘
』
の
兼

良
注
の
隔
り
に
驚
き
を
感
じ
る
。
勿
論
、
花
鳥
余
情
が
河
内
本
を
対
象
に
す
る
の
に
『
一
勘
』

は
肖
柏
が
敢
て
青
表
紙
本
の
読
み
を
質
し
た
事
情
は
考
慮
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
或
は
、
花
鳥

余
情
の
こ
の
注
を
真
っ
正
面
か
ら
取
上
げ
る
方
が
野
暮
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
河
海
抄
の
注
の

批
判
攻
撃
が
目
的
で
、
読
み
そ
の
も
の
を
展
開
し
よ
う
す
る
姿
勢
が
乏
し
い
よ
う
に
見
え
る
か

ら
で
あ
る
。

『
一
勘
』
に
示
し
た
兼
良
の
解
釈
は
、
な
ぜ
か
細
流
抄
・
明
星
抄
の
三
条
西
家
流
の
注
釈
書

に
は
引
か
れ
な
い
が
、
一
葉
抄
や
休
聞
抄
・
孟
津
抄
・
咲
江
入
楚
に
採
録
さ
れ
て
飛
に
。

今

日
の
解
釈
の
原
形
は
兼
良
の
『
一
勘
』
に
あ
る
と
言
え
よ
う
。

五

一
本
が
青
表
紙
本
以
外
の
場
合
-
河
内
本
系
本
文
と
そ
の
批
判
-

一
本
が
青
表
紙
本
本
以
外
で
引
用
本
文
が
青
表
紙
本
で
あ
る
の
は
忠
説
の
学
続
か
ら
考
え
て

当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
青
表
紙
本
を
尊
重
す
る
根
拠
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
く
、

定
家
崇
拝
に
基
づ
く
と
か
、
今
日
か
ら
み
れ
ば
、
や
や
冷
静
さ
を
欠
く
と
こ
ろ
が
あ
る
。
了
俊

が
高
く
評
価
し
た
「
詞
の
面
白
さ
」
、
文
学
的
表
現
の
質
の
高
さ
で
あ
ろ
う
か
。
対
立
す
る
系
統

の
本
文
観
を
参
考
に
し
て
忠
説
の
源
氏
物
語
諸
本
系
統
論
の
見
識
が
知
り
た
い
と
こ
ろ
だ
。
河

内
本
を
一
本
と
す
る
場
合
を
取
上
げ
る
。

6
8
北
殿
こ
そ
聞
給
や
(
夕
顔
一
一
六
4
)

夕
兜
宿
よ
り
北
隣
の
人
を
喚
て
い
ふ
詞
な

I

-

り
一
-
本
ゑ
い
聞
給
ふ
や
と
云
本
ア
リ
其
時
は
ゑ
い
は
人
の
き
か
ぬ
を
と
か
む
る
詞
也
但

-定
家
の
本
に
は
北
殿
こ
そ
と
有

こ
こ
に
指
摘
さ
れ
る
対
立
は
「
北
殿
こ
そ
聞
給
や
」
-
「
ゑ
い
聞
給
ふ
や
」
で
あ
る
。
『
源
氏
物

語
大
成
』
に
は
、

き
た
と
の
こ
そ
I
き
た
と
の
こ
そ
(
え
い
)
御
-
ゑ
い
河

の
異
同
が
示
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
青
表
紙
本
系
の
御
物
本
が
ミ
セ
ヶ
チ
に
し
て
河
内
本

系
の
「
ゑ
い
」
を
と
る
ほ
か
は
、
「
き
た
と
の
こ
そ
」
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
斥
け
る
の
は
本
文

系
統
論
か
ら
順
当
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。
本
文
に
よ
っ
て
、
確
か
に
意
味
ニ
こ
ア
ン
ス
に
違
い

が
生
じ
る
。
河
内
本
の
具
体
的
に
個
人
を
さ
す
、
説
明
的
表
現
を
嫌
っ
た
か
、
本
文
系
統
論
を

形
式
的
に
押
し
つ
け
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
注
の
文
面
に
は
、
「
定
家
の
本
」
の
権
威
又
は
信
頼
を

前
面
に
出
し
た
本
文
論
の
嫌
い
が
あ
る
。
次
の
例
も
同
様
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

I

H
六
条
院
よ
り
御
み
き
御
く
だ
物
(
行
幸
八
八
七
H
)

其
次
物
ヲ
参
る
な
り
他
流
の

I本
に
は
御
べ
す
み
く
わ
ろ
奉
り
給
と
あ
り
御
べ
は
贅
美
物
也
く
わ
ろ
は
火
鉢
也
す
み
は

炭
也
定
家
卿
本
ニ
ハ
み
き
く
だ
物
「
釧
作

定
家
本
は
青
表
紙
本
、
こ
れ
に
対
す
る
他
流
の
本
は
や
は
り
河
内
本
系
で
あ
る
。
『
源
氏
物
語
大

成
』
に
は
か
な
り
複
雑
な
本
文
異
同
が
示
さ
れ
て
は
い
る
。

①
御
み
き
御
く
た
物
-
御
み
き
も
の
御
く
た
も
の
池
。
②
御
く
た
物
-
御
へ
と
も
す
み
火

-

ろ
河
保
―
御
い
ろ
と
も
す
み
火
ひ
陽
。
―
く
た
物
ひ
わ
り
こ
御
へ
す
み
ひ
つ
麦

①
の
池
田
本
の
本
行
「
御
み
き
も
の
く
た
も
の
」
は
「
く
た
も
の
」
に
よ
る
目
移
り
の
た
め
に

起
き
た
行
字
と
誤
脱
で
、
そ
れ
を
書
本
に
よ
り
書
写
後
訂
正
し
た
も
の
か
。
他
の
青
表
紙
本
と

の
接
触
結
果
も
あ
り
う
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
青
表
紙
本
系
内
部
の
機
械
的
な
異
文
で
あ
ろ

う
。
河
内
本
内
に
も
異
同
は
な
い
。
別
本
は
複
雑
な
様
相
を
呈
す
る
。
保
坂
本
が
河
内
本
に
一

致
す
る
の
は
河
内
本
が
単
独
本
文
で
な
い
証
拠
に
な
る
。
別
本
系
の
異
文
が
河
内
本
か
ら
派
生

し
た
こ
と
を
思
わ
せ
る
の
に
、
青
表
紙
本
系
と
河
内
本
系
に
は
、
文
意
に
隔
た
り
が
あ
る
の
で
、

系
統
間
の
交
渉
は
考
え
ら
れ
な
い
。
こ
の
、
「
御
く
た
物
」
《
青
》
-
「
御
へ
と
も
す
み
火
ろ
」
《
河
》
、

対
立
は
【
「
く
だ
も
の
(
果
物
)
」
《
青
》
」
対
【
「
へ
(
贅
)
と
も
」
・
「
す
み
(
炭
)
」
・
「
火
ろ
(
火

炉
)
」
(
河
》
)
で
、
1
語
対
3
語
に
な
っ
て
い
る
。

狩
を
す
る
た
め
に
大
原
野
に
着
い
た
帝
一
行
が
着
換
え
て
い
る
最
中
、
源
氏
か
ら
不
参
の
断

り
書
を
添
え
た
、
陣
中
見
舞
の
品
が
届
け
ら
れ
た
、
そ
の
品
の
内
容
の
異
同
で
あ
る
。
本
文
に

は
、

1
1
1
1
1
1
自
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

六
条
院
よ
り
御
み
き
御
く
た
物
な
と
た
て
ま
つ
ら
せ
給
へ
り
(
行
幸
八
八
七
U

と
あ
る
。
狩
り
の
陣
中
見
舞
の
品
と
し
て
、
青
表
紙
本
系
の
本
文
に
あ
る
「
御
み
き
御
く
た
も

の
」
(
御
酒
と
果
物
)
と
河
内
本
系
の
品
を
な
が
め
る
と
、
酒
類
は
問
題
が
な
い
の
で
、
果
物
に

ひ
っ
か
か
り
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
源
氏
物
語
に
、
「
御
酒
」
と
「
果
物
」
の
取
り
合
せ
は
、
次

の
よ
う
な
例
が
あ
る
。

・
御
く
た
も
の
御
み
き
な
と
(
行
幸
八
九
五
1
0
)

七
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井 爪 康 之

・
く
た
も
の
さ
か
つ
き
は
か
り
(
竹
河
一
四
七
〇
I
―
I
)

・
く
た
も
の
さ
か
な
(
総
角
ニ
八
三
六
6
)

複
数
の
事
例
か
ら
酒
と
果
物
を
合
わ
せ
て
差
出
す
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
行

幸
巻
の
場
合
は
内
大
臣
(
頭
中
将
)
の
実
母
、
大
宮
を
訪
ね
た
源
氏
を
も
て
な
す
品
で
あ
る
。

果
物
が
酒
席
に
違
和
感
が
な
い
と
す
れ
ば
、
狩
の
陣
中
見
舞
に
も
許
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
青

表
紙
本
系
の
「
御
く
た
物
」
の
本
文
が
自
然
に
成
立
つ
と
す
る
と
、
河
内
本
系
の
「
御
へ
と
も

す
み
火
ろ
」
の
全
く
意
味
の
異
な
る
本
文
が
等
価
で
併
存
す
る
こ
と
は
理
解
し
に
く
い
。
源
氏

が
冷
泉
帝
に
、
狩
の
陣
中
見
舞
に
奉
っ
た
品
、
と
い
う
青
表
紙
本
と
は
別
の
立
場
で
処
理
さ
れ

た
結
果
が
河
内
本
で
あ
ろ
う
。
こ
の
部
分
は
花
鳥
余
情
が
い
う
よ
う
に
李
部
王
記
を
典
拠
と
し

て
読
ま
れ
て
き
た
。

1
4
六
条
院
よ
り
お
ほ
み
き
御
へ
と
も
(
行
幸
八
八
七
1
1
)

延
長
六
年
の
例
を
う
つ
せ

り
此
時
六
条
院
は
宇
多
御
門
の
御
事
な
る
へ
し
い
ま
の
物
か
た
り
に
も
六
条
院
を
の
つ

か
ら
あ
ひ
か
な
ふ
物
な
り
《
花
鳥
余
情
》

延
長
六
年
の
例
と
は
河
海
抄
所
引
の
李
部
王
記

六
条
院
よ
り
御
み
き
御
へ
す
み
火
ろ
な
と
た
て
ま
つ
ら
せ
給
へ
り

御
酒

御
贅
K
!
i
へ
a
炭

火
炉

李
云
六
条
院
被
貢
酒
二
荷
炭
二
荷
火
炉
一
具
殿
上
六
位
昇
之
立
御
前
即
解
一
瓶
至
維
調
所

宛
供
御
宛
公
卿
料
近
衛
将
監
(
役
之
)
《
河
海
抄
》

宇
多
天
皇
が
贈
っ
た
も
の
は
酒
・
炭
・
火
炉
で
あ
っ
た
。
果
物
で
は
な
く
、
獲
物
を
調
理
す
る

用
具
で
あ
る
。
河
内
本
本
文
の
炭
・
火
炉
に
対
応
す
る
。
今
日
の
注
釈
書
も
青
表
紙
本
を
採
り

な
が
ら
、
李
部
王
記
を
典
拠
に
指
摘
す
る
が
、
「
御
酒
」
と
「
果
物
」
の
取
り
合
せ
が
特
異
で
な

い
か
ぎ
り
、
青
表
紙
本
に
そ
の
注
が
不
可
欠
か
、
判
断
に
迷
う
。
む
し
ろ
、
河
内
本
は
李
部
王

記
を
典
拠
と
す
る
前
提
に
立
っ
て
創
ら
れ
た
本
文
の
よ
う
な
感
が
あ
る
。
こ
の
典
拠
の
指
摘
は

素
寂
に
始
る
。

お
ほ
み
き
御
へ
す
み
火
ろ
ト
云
事

三
支

御
膜
I

炭

花
鎗

素
寂

勘
文

《
異
本
紫
明
抄
》

こ
れ
は
紫
明
抄
に
受
継
が
れ
て
い
く
。

お
ほ
み
き

御
へ

御
酒
也

御
寞

す
み

く
わ
ろ

炭

火
炉

《
紫
明
抄
》

今
ま
で
、
気
に
な
り
な
が
ら
触
れ
て
こ
な
か
っ
た
が
、
六
条
院
(
源
氏
)
か
ら
届
け
ら
れ
た
、

炭
と
火
炉
は
李
部
王
記
を
典
拠
に
す
る
こ
と
は
明
ら
か
と
し
て
、
も
う
一
つ
「
御
へ
」
は
正
体

八

が
は
っ
き
り
し
な
い
。
素
寂
は
異
本
紫
明
抄
で
「
膜
」
の
字
を
宛
て
「
曜
」
と
仮
名
付
を
し
て

い
る
。
紫
明
抄
で
は
「
寞
」
字
を
宛
る
。
(
異
本
紫
明
抄
の
「
鳩
」
は
こ
の
字
の
異
体
字
で
あ
ろ

う
。
)
こ
れ
に
つ
い
て
仙
源
抄
に
説
明
が
あ
る
。

―
へ

(
行
幸
八
八
七
U

御
:
寞
也
愚
案
定
本
に
は
此
句
な
し
古
今
な
と
に
御
へ

と
い
へ
る
は
嘗
義
也
い
つ
れ
も
ま
つ
る
義
な
れ
は
相
違
す
ま
し
き
な
り
《
仙
源
抄
》

大
漢
和
に
寞
(
テ
ン
ー
デ
ン
ー
テ
イ
ー
デ
ヤ
ウ
)
は
「
物
を
供
へ
て
祭
る
」
、
嘗
は
「
秋
の
祭
」
、

と
あ
る
。
意
味
は
仙
源
抄
の
「
ま
つ
る
」
で
通
し
る
が
「
へ
」
と
い
う
音
と
の
関
係
は
思
い
つ

か
な
い
。
河
海
抄
に
な
る
と
「
贅
」
を
宛
て
始
め
る
。
『
大
辞
典
』
(
平
凡
社
)
は
「
御
贅
」
を

「
ミ
ニ
エ
」
と
読
ま
せ
、
内
膳
式
の
例
を
あ
げ
、
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
(
小
学
館
)
は
、
日
本

書
紀
・
太
平
記
の
例
を
示
し
て
、
意
味
を
「
神
ま
た
は
天
皇
に
さ
し
あ
げ
る
食
べ
物
」
と
記
述

す
る
。
兼
良
は
和
秘
抄
に
河
海
抄
の
注
を
踏
ま
え
て
次
ぎ
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

御
へ

(
行
幸
八
八
七
‥
1
1
一
)

御
に
へ
也

く
ひ
物
を
い
ふ
《
和
秘
抄
》

や
や
、
卑
俗
な
表
現
な
が
ら
、
「
御
へ
」
を
「
く
ひ
物
」
と
解
し
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
『
日

本
国
語
大
辞
典
』
の
記
述
と
和
秘
抄
の
注
を
合
わ
せ
る
と
冷
泉
天
皇
へ
差
し
出
し
た
食
べ
物
の

意
味
に
な
る
。

1
9
御
へ
(
行
幸
八
八
七
1
1
ご

・
禅
に
へ
の
事
也
へ
も
し
は
ゑ
と
よ
む
へ
き
也
《
一
葉
抄
》

一
葉
抄
の
「
一
禅
」
す
な
わ
ち
兼
良
説
は
和
秘
抄
に
同
じ
く
、
河
海
抄
の
「
に
へ
」
説
で
あ
る

が
、
「
へ
」
を
わ
ざ
わ
ざ
「
ゑ
」
と
読
ま
せ
て
、
「
贅
」
を
改
め
て
示
唆
し
て
い
る
。
こ
れ
で
も

猶
河
内
本
本
文
の
「
御
へ
」
が
「
御
寞
(
テ
ン
、
デ
ヤ
ウ
)
」
(
紫
明
抄
)
二
御
贅
(
ミ
ニ
エ
)
」

(
河
海
抄
・
和
秘
抄
)
の
音
訓
を
持
つ
語
に
な
る
過
程
が
理
解
で
き
な
い
。

も
う
一
度
、
河
内
本
系
の
本
文
に
帰
る
。
河
内
本
の
異
文
の
形
に
見
え
る
別
本
系
本
文
に
触

れ
て
み
た
い
。
陽
明
家
本
の
「
御
い
ろ
と
も
す
み
火
ひ
」
点
線
部
、
「
火
ひ
」
は
こ
の
ま
ま
で
は

通
じ
に
く
い
。
陽
明
家
本
の
こ
の
箇
所
の
「
ひ
」
は
現
在
の
通
行
体
で
、
字
母
は
「
比
」
で
あ

る
か
ら
、
こ
れ
以
外
に
読
鴫
呼
し
か
し
、
異
文
全
体
と
し
て
は
河
内
本
系
で
あ
る
の
は
確
か

で
あ
ろ
う
。
と
す
る
と
、
書
本
な
い
し
祖
本
の
字
母
は
「
日
」
の
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
「
日
」

は
転
写
の
間
に
「
呂
」
が
誤
写
さ
れ
た
結
果
と
は
考
え
ら
れ
ま
い
か
。
「
い
ろ
」
は
「
へ
」
に
相

当
す
る
。
こ
こ
に
異
文
が
あ
る
の
は
陽
明
文
庫
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
「
へ
」
が
難
解
で
あ
る
の

は
先
述
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
の
状
況
か
ら
異
文
が
生
じ
る
こ
と
は
あ
り
う
る
。
後
述
す
る
が
、

麦
生
本
は
、
「
御
く
た
物
ひ
わ
り
こ
御
へ
」
と
青
表
紙
本
と
河
内
本
の
間
に
「
ひ
わ
り
こ
」
を
入

れ
る
。
青
表
紙
本
の
意
味
は
疑
う
余
地
が
な
い
の
で
河
内
本
の
「
御
へ
」
に
著
し
み
、
「
贅
」
の

解
釈
で
あ
る
「
く
ひ
物
」
の
類
想
か
ら
「
ひ
わ
り
こ
」
を
重
ね
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
「
い
ろ
」

に
「
種
類
」
の
意
味
を
持
た
せ
て
読
ん
で
も
落
着
か
な
い
。
し
か
も
、
こ
の
「
ろ
」
も
先
は
ど

の
「
ひ
」
と
同
様
、
現
存
本
で
は
、
こ
れ
以
外
に
は
読
め
な
い
。
「
ろ
」
を
あ
る
時
期
に
お
け
る
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源氏物語の本文と注釈活動の側面

「
お
」
の
誤
認
と
み
て
「
い
お
」
が
許
さ
れ
る
な
ら
、
「
御
贅
」
の
具
体
的
内
容
に
「
魚
」
は
都

合
が
よ
い
。

こ
ん
な
こ
と
を
長
々
と
書
の
は
こ
れ
又
不
謹
慎
極
ま
り
な
い
こ
と
だ
。
た
だ
、
麦
生
本
の
異

文
、
「
く
た
物
ひ
わ
り
こ
御
へ
す
み
ひ
つ
」
を
見
る
と
現
存
本
文
と
原
典
の
関
係
を
改
め
て
考
え

さ
せ
ら
れ
る
。
こ
の
異
文
は
青
表
紙
本
と
河
内
本
を
改
変
し
た
異
文
を
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
ろ

う
。
「
ひ
わ
り
こ
」
は
新
た
に
加
え
ら
れ
た
独
自
異
文
、
「
す
み
ひ
つ
」
も
「
す
み
(
炭
)
」
・
「
ひ

つ
(
櫃
)
」
な
ら
ば
、
「
ひ
つ
」
は
「
火
炉
」
に
対
す
る
異
文
、
も
し
、
複
合
語
の
「
炭
櫃
」
な

ら
、
「
炭
・
火
炉
」
対
す
る
異
文
で
あ
る
。
こ
れ
ほ
ど
多
様
な
異
文
が
生
じ
る
の
は
、
こ
れ
ら
の

異
文
の
原
形
と
目
さ
れ
る
、
河
内
本
の
「
御
へ
と
も
す
み
火
ろ
」
に
安
定
感
が
欠
け
る
た
め
で

は
な
か
ろ
う
か
。
李
部
王
記
の
記
述
の
影
響
を
受
け
て
成
立
し
た
可
能
性
が
強
い
こ
と
が
解
釈

重
視
の
本
文
を
生
ん
で
い
っ
た
要
因
で
あ
ろ
う
。
注
釈
活
動
と
本
文
冊
定
作
業
は
表
裏
一
体
の

関
係
を
持
つ
。
尋
流
抄
の
編
者
忠
説
は
こ
の
河
内
本
を
他
流
の
本
、
定
家
の
本
の
青
表
紙
本
が

家
本
(
忠
説
の
所
持
本
)
と
一
致
す
る
こ
と
を
仄
め
か
し
て
斥
け
た
。
し
か
し
、
河
内
本
本
文

に
丁
寧
な
注
を
付
け
て
い
る
の
は
、
無
視
し
が
た
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。
解
釈
本

文
の
傾
向
を
持
つ
河
内
本
が
読
ま
れ
た
時
流
の
中
で
、
定
家
の
本
た
る
故
の
み
を
以
て
こ
れ
を

採
る
の
は
不
安
だ
っ
た
。
弄
花
抄
や
細
流
抄
は
こ
こ
に
注
を
つ
け
な
い
の
で
室
町
後
期
読
み
方

は
不
明
で
あ
る
。
一
葉
抄
が
河
内
本
の
読
み
を
取
上
げ
た
の
は
和
秘
抄
に
絡
ん
で
か
、
兼
良
の

読
み
を
そ
の
ま
ま
採
録
し
た
も
の
で
、
藤
正
存
が
河
内
本
を
評
価
し
た
と
は
思
え
な
い
。
注
釈

書
の
引
用
本
文
と
彼
ら
が
読
ん
だ
本
と
は
別
で
あ
っ
た
こ
と
も
考
え
う
る
。
本
来
な
ら
、
尋
流

抄
の
よ
う
に
、
コ
本
し
の
形
で
】
葉
抄
も
注
を
つ
け
る
べ
き
と
こ
ろ
だ
が
、
注
釈
書
が
頻
出
し
、

注
釈
書
の
引
用
本
文
と
鑑
賞
本
文
と
は
別
の
こ
と
も
あ
る
、
こ
ん
な
注
釈
書
の
慣
行
が
定
着
す

る
と
、
コ
杢
二
々
」
の
よ
う
な
丁
寧
な
形
式
は
、
こ
れ
を
暗
黙
の
了
解
事
項
に
し
て
、
捨
去
ら

れ
た
の
が
実
情
で
は
な
か
ろ
う
か
。

九
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